
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和 2年 12月２３日 

     №13 

富岡児童クラブ 

 今年も残すところあとわずかとなってきました。冬休みやお正月を楽しみにしていること

でしょうが、国内だけでなく県内でもコロナの感染者が増加しているので心配な所です。 

人混みや感染拡大地域に行かないなど気をつけましょう。 

新型コロナウイルスのため、世界中で生活様式が一変した年となりました。子どもたちに

とっては、友達との触れ合いは欠かせないものなのに、「密集、密接しない」というのが葛

藤でした。感染予防に努めながらも、子ども達の遊びの中での育ちを伸ばして行けたらと思

います。そこでお願いなのが、マスク着用とハンカチの持参です。このところ、学童へ来て

もマスクをしていない子が結構います。学校でつけていても、来る頃には「ない」と言って

いますので、替えのマスクを持たせて下さるといいです。また、使い捨てマスク、布のマス

クどちらでも名前が書いてあると助かります。ハンカチも常時使用しますので、必ず持たせ

て下さるよう、よろしくお願いします。 

新しい年が、少しでも明るい未来につながりますようにと願わずにはいられません。 

皆様良いお年をお迎え下さい。来年もどうぞよろしくお願い致します。 

 

お掃除ボランティア 
 

 時々遊びに行く西の海ですが、海を眺める芝生の広場が、台風で流れ着いた流木やプラごみで

なかなか片付かずにいます。大きな流木はこれまでもどかしたりしていましたが、今回本格的に

熊手や一輪車を持っていってお掃除しようかと話すと、とても張り切ってくれました。熊手で集

めてくれる子、プラごみを集めてくれる子、集めたごみを一輪車で運んでくれる子など、色々交

代しながらよく頑張ってくれました。 

広範囲なので、今回きれいにできたのはほんの一部だったかもしれませんが、子ども達の力が十

分大きな力になってくれました。 

黙々と頑張る姿に、「頑張ってして、きれいになっていくと気持ちがいいでしょ」と言うと、「う

ん、なんか気持ちよくなってきた」と実感して言っているのを聞いて、嬉しい思いと頼もしささ

え感じられたところです。 

本当に子ども達の頑張りには頭が下がりました。掃除が遊びの一つになっているようでした。今

後も継続してきれいにしていけたらいいなあと思います。 

冬休みのお知らせ 
１２月２６日(土)から冬休みに入ります。夏休みと違って年末年始休みが入るので冬休

みは短い期間ではありますが、朝から開設していますのでご利用ください。また、まどか

先生が発表会の合奏や歌の指導をして下さいますので、出来るだけお休みしないで参加し

てほしいです。 

冬休みの利用料は、毎月の月謝＋給食費(一日３００円)となります。 
  （２８日はお弁当の日になっているので給食費は徴収しません。） 

 １月は 4 日、5 日、６日です。7 日から 3 学期が始まります。 

持ち物 
・冬休みの宿題、ドリルなど (宿題が終わりそうな人は早めにドリルや漢字ノートなど

準備してください。これまでの復習をしっかりとして、3 学期に臨みましょう。 国語の

教科書、筆箱(鉛筆、消しゴムなど揃っているか確認ください)ハンカチ・マスクの替え・

タオル・ビニール袋・着替え・自由帳  

 キーホルダーやおもちゃは持ってきません。 

・合奏で鍵盤ハーモニカを希望している人は鍵盤ハーモニカを持って来て下さい。 

 

ほほえみ発表会の練習がスタートしました 
 

今年の発表会は、合唱「エール」「ＭＵＳＩＣ」 合奏「紅連華」に決めて練習に取り掛

かりました。子どもたちにとって「ＭＵＳＩＣ」以外は、耳慣れた曲ですぐにお気に入り

になりました。 

しかし、新型コロナウイルス感染拡大に伴い例年通りの発表会が開催できるか今のとこ

ろ検討中です。でも、子どもたちにとっては、この発表会に向けての活動は、大きな意味

を持っています。私たちは、最後まであきらめずにコツコツと努力すること。努力するこ

とで得る達成感。友達とお互いに教え合ったりして協調性を養ったりお互いを思いやるこ

とが出来ること。一番大きいのは、皆で歌う事、楽器を演奏する楽しさを味わう事です。 

これまでも発表会本番に至るまでの子どもたちの頑張りや葛藤はきっと心の栄養になる

と信じて取り組んできました。もし、例年通りの発表会に参加できないとしてもこの活動

は継続していきたいです。 

先日も、学校から借りてきた「西遊記」の本を見ながら「これ保育園の時に発表会でし

たよね」「俺は河童の役だった」「○○ちゃんはお釈迦様と三蔵法師だったね」「孫悟空は岩

の下に閉じ込められたね」「牛魔王は大きなうちわをあおいだよ」等・・・ 

大いに話が盛り上がっていました。子ども達の心の発達にとって発表会をなくしてはいけ

ないなあと思いました。 

 12 月になり、まどか先生に鍵盤ハーモニカとマリンバの指導をしてもらいました。皆が

一生懸命練習している風景を写真撮ってお知らせしようと持っていたのですが、当日はす

っかりそんな心の余裕はなく子どもたちの練習に必死で向かい合っていた支援員でした。 

 それぞれ個人差はありますが、根気よく練習に付き合って皆が「やった！！」「たのし

い！」と思えるようにしたいです。短い冬休みですが発表会の練習も取り入れていきたい

です。 


